
 

 

令和３年度障がい者相談支援体制等機能強化会議について 

１ 目的 

  共生社会の実現及び障がい者児やその家族が地域で安心して生活できる地域の支援体制

の構築を目指し、各地域の障がい者相談支援体制及び障害福祉計画・障害児福祉計画の推

進に向けた各種テーマ（例：人材育成体制、地域移行体制、権利擁護体制、地域自立支援

協議会事務局体制、地域生活支援拠点等整備など）に必要な者を参集し、その協議及び情

報交換等を行う。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２ 参集範囲 

（１）各地域において、相談支援体制及び障害福祉計画・障害児福祉計画等の推進に必要な

事項の実務者及びその中核を担う者（障がい者総合支援センター、地域自立支援協議会

事務局、市町村、福祉事務所等） 

（２）その他相談支援体制強化のための各種テーマを協議するにあたり必要な者 

 

３ 実施回数 

  年４～５回程度実施（※本年度はWebによる開催とする） 

 

４ 実施予定 

 内  容 

第１回 ５月 11日（金） 
・令和３年障害福祉サービス報酬改定の概要について 

（講演）厚生労働省障害福祉課 相談支援専門官 藤川雄一氏 

第２回 ８月 10日（火） ・相談支援体制の強化に向けた報酬改定の運用について 

第３回 10月11日（月） 
〇障害福祉計画・障害児福祉計画の推進について 

※第 5期障害福祉計画・第 1期障害児福祉計画の進捗状況を

踏まえた第 6期障害福祉計画・第 2期障害児福祉計画の推

進について 
第４回 12月14日（火） 

第５回 ２月 15日（火） 
・地域生活支援拠点等の運用状況について 

・今年度のまとめ 

  

【令和３年度から令和５年度のビジョン】 

 ＜テーマ＞ 

自立支援協議会を活用した「ニーズの受け止め～課題解決」の仕組みづくり 

 

  １．第６期障害福祉計画・第２期障害児福祉計画の推進（進捗管理・検証・計画） 

２．地域生活支援拠点等の機能強化（課題把握⇒断らない支援） 

  ３．インクルージョンの視点を踏まえた障がい児相談支援体制の構築 

 

＜本年度の取組＞ 

①圏域の相談支援体制の強化 ⇒R3報酬改定の理解と地域の実情にあった運用 

②各圏域の障害福祉計画等の進捗確認 ⇒情報共有・全県における課題整理 
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